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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月23日(2016.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信の方法であって、
　近接場通信（ＮＦＣ）デバイスを動作するために使用可能な電力レベルを検出すること
と、
　前記決定された使用可能な電力レベルに少なくとも部分的に基づいて、リスニングモー
ドに割り当てるための第１の持続期間とポーリングモードに割り当てるための第２の持続
期間を決定することと、
　前記決定された第１の持続期間および第２の持続期間に基づいて、ＲＦ発見ループを選
択することと、
　前記選択されたＲＦ発見ループを用いてピアモード発見を実行すること、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＲＦ発見ループは、前記ＮＦＣデバイスに格納された１つ又は複数のＲＦ発見ルー
プから選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＮＦＣデバイスに格納された各ＲＦ発見ループは、異なる第１の持続期間および第
２の持続期間によって定義される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＮＦＣデバイスに格納された各ＲＦ発見ループは、前記第１の持続期間および前記
第２の持続期間に関する発生の異なる頻度によって特徴づけられる、請求項２に記載の方
法。
【請求項５】
　前記使用可能な電力レベルは、第１の閾値を下回るかまたはそれに等しく、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を前記決定することは、前記第２の持続
期間より前記第１の持続期間により長い時間を割り当てることをさらに備える、請求項１
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に記載の方法。
【請求項６】
　前記使用可能な電力レベルは、第２の閾値を上回り、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を前記決定することは、前記第１の持続
期間より前記第２の持続期間により長い時間を割り当てることをさらに備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　前記使用可能な電力レベルが、前記デバイスは充電中であることを示し、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を前記決定することは、前記第１の持続
期間より前記第２の持続期間により長い時間を割り当てることをさらに備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　前記使用可能な電力レベルは、前記デバイスが、ほぼ継続的な電源に接続されることを
示し、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を前記決定することは、ＲＦ発見ループ
内で使用可能なほぼ全ての時間を前記第２の持続期間に割り当てることをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記使用可能な電力レベルが、バッテリーからの使用可能な電力の割合を示し、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を前記決定することは、前記使用可能な
電力レベルを示す前記割合にほぼ等しい時間の割合を前記第２の持続期間に割り当てるこ
とをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１および第２の持続期間を前記決定することは、ユーザ入力、デバイスの位置、
デバイスの方位、デバイスの動き、または電力消費の履歴のうちの少なくとも１つにさら
に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　近接場通信（ＮＦＣ）デバイスを動作するために使用可能な電力レベルを検出するため
の手段と、
　前記決定された使用可能な電力レベルに少なくとも部分的に基づいて、リスニングモー
ドに割り当てるための第１の持続期間とポーリングモードに割り当てるための第２の持続
期間を決定するための手段と、
　前記決定された第１の持続期間および第２の持続期間に基づいて、ＲＦ発見ループを選
択するための手段と、
　前記選択されたＲＦ発見ループを用いてピアモード発見を実行するための手段、
　を備える装置。
【請求項１２】
　前記ＲＦ発見ループは、前記ＮＦＣデバイスに格納された１つ又は複数のＲＦ発見ルー
プから選択される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＮＦＣデバイスに格納された各ＲＦ発見ループは、異なる第１の持続期間および第
２の持続期間によって特徴づけられる、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＮＦＣデバイスに格納された各ＲＦ発見ループは、前記第１の持続期間および前記
第２の持続期間に関する発生の異なる頻度によって定義される、請求項１２に記載の装置
。
【請求項１５】
　実行されたときに、少なくとも１つのコンピュータに請求項１から１０のうちのいずれ
かによる方法を実行させるためのコード、
　を備えるコンピュータ可読媒体、を備えるコンピュータプログラムプロダクト。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　[0069]上記の開示は、例示的な側面および／または側面について検討しているが、種々
の変更および修正は、添付の請求項によって定義されように、記載された側面および／ま
たは側面の範囲から逸脱することなくここで行われ得ることに留意すべきである。さらに
、記載された側面および／または側面の要素は、単数形で記載または請求され得るが、単
数形への限定が明白に述べられていない限り、複数形が考えられる。さらに、任意の側面
および／または側面の全てまたは一部は、特に明記されない限り、任意の他の側面および
／または側面の全てまたは一部とともに利用され得る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]無線通信の方法であって、
　近接場通信（ＮＦＣ）デバイスを動作するために使用可能な電力レベルに関する値を検
出することと、
　前記決定された使用可能な電力レベル値に少なくとも部分的に基づいて、リスニングモ
ードに割り当てるための第１の持続期間とポーリングモードに割り当てるための第２の持
続期間を決定することと、
　前記決定された第１の持続期間および第２の持続期間に基づいて、ＲＦ発見ループを選
択することと、
　前記選択されたＲＦ発見ループを用いてピアモード発見を実行すること、
　を備える方法。
[Ｃ２]前記ＲＦ発見ループは、前記ＮＦＣデバイスに格納された１つ又は複数のＲＦ発見
ループから選択される、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]前記ＮＦＣデバイスに格納された各ＲＦ発見ループは、異なる第１の持続期間およ
び第２の持続期間によって定義される、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]前記ＮＦＣデバイスに格納された各ＲＦ発見ループは、前記第１の持続期間および
前記第２の持続期間に関する発生の異なる頻度によって特徴づけられる、Ｃ２に記載の方
法。
[Ｃ５]前記使用可能な電力レベル値は、第１の閾値を下回るかまたはそれに等しく、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を決定することは、前記第２の持続期間
より前記第１の持続期間により長い時間を割り当てることをさらに備える、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ６]前記使用可能な電力レベル値は、第２の閾値を上回り、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を決定することは、前記第１の持続期間
より前記第２の持続期間により長い時間を割り当てることをさらに備える、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ７]前記使用可能な電力レベル値が、前記デバイスは充電中であることを示し、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を前記決定することは、前記第１の持続
期間より前記第２の持続期間により長い時間を割り当てることをさらに備える、Ｃ１に記
載の方法。
[Ｃ８]前記使用可能な電力レベル値は、前記デバイスが、ほぼ継続的な電源に接続される
ことを示し、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を前記決定することは、ＲＦ発見ループ
内で使用可能なほぼ全ての時間を前記第２の持続期間に割り当てることをさらに備える、
Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]前記使用可能な電力レベル値が、バッテリーからの使用可能な電力の割合値を示し
、
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　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を前記決定することは、前記使用可能な
電力レベル値を示す前記割合値にほぼ等しい時間の割合を前記第２の持続期間に割り当て
ることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]前記第１および第２の持続期間を前記決定することは、ユーザ入力、デバイスの
位置、デバイスの方位、デバイスの動き、または電力消費の履歴のうちの少なくとも１つ
にさらに基づく、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１１]コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラムプロダクトであって、
　前記コンピュータ可読媒体は、
　近接場通信（ＮＦＣ）デバイスを動作するために使用可能な電力レベルに関する値を検
出し、
　前記決定された使用可能な電力レベル値に少なくとも部分的に基づいて、リスニングモ
ードに割り当てるための第１の持続期間とポーリングモードに割り当てるための第２の持
続期間を決定し、
　前記決定された第１の持続期間および第２の持続期間に基づいて、ＲＦ発見ループを選
択し、
　前記選択されたＲＦ発見ループを用いてピアモード発見を実行する、
　ためのコードを備える、
　コンピュータプログラムプロダクト。
[Ｃ１２]前記ＲＦ発見ループは、前記ＮＦＣデバイスに格納された１つ又は複数のＲＦ発
見ループから選択される、Ｃ１１に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
[Ｃ１３]前記ＮＦＣデバイスに格納された各ＲＦ発見ループは、異なる第１の持続期間お
よび第２の持続期間によって定義される、Ｃ１２に記載のコンピュータプログラムプロダ
クト。
[Ｃ１４]前記ＮＦＣデバイスに格納された各ＲＦ発見ループは、前記第１の持続期間およ
び前記第２の持続期間に関する発生の異なる頻度によって特徴付けられる、Ｃ１２に記載
のコンピュータプログラムプロダクト。
[Ｃ１５]前記使用可能な電力レベル値は、第１の閾値を下回るかまたはそれに等しく、
　ここにおいて、前記コンピュータ可読媒体は、前記第２の持続期間より前記第１の持続
期間により長い時間を割り当てるためのコードをさらに備える、Ｃ１１に記載のコンピュ
ータプログラムプロダクト。
[Ｃ１６]前記使用可能な電力レベル値は、第２の閾値を上回り、
　ここにおいて、前記コンピュータ可読媒体は、前記第１の持続期間より前記第２の持続
期間により長い時間を割り当てるためのコードをさらに備える、Ｃ１１に記載のコンピュ
ータプログラムプロダクト。
[Ｃ１７]前記使用可能な電力レベル値が、前記デバイスが充電中であることを示し、
　ここにおいて、前記コンピュータ可読媒体は、前記第１の持続期間より前記第２の持続
期間により長い時間を割り当てるためのコードをさらに備える、Ｃ１１に記載のコンピュ
ータプログラムプロダクト。
[Ｃ１８]前記使用可能な電力レベル値は、前記デバイスが、ほぼ継続的な電源に接続され
ることを示し、
　ここにおいて、前記コンピュータ可読媒体は、ＲＦ発見ループ内で使用可能なほぼ全て
の時間を前記第２の持続期間に割り当てるためのコードをさらに備える、Ｃ１１に記載の
コンピュータプログラムプロダクト。
[Ｃ１９]前記使用可能な電力レベル値が、バッテリーからの使用可能な電力の割合値を示
し、
　ここにおいて、前記コンピュータ可読媒体は、前記使用可能な電力レベル値を示す前記
割合値にほぼ等しい時間の割合を前記第２の持続期間に割り当てるためのコードをさらに
備える、Ｃ１８に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
[Ｃ２０]前記コンピュータ可読媒体は、
　ユーザ入力、デバイスの位置、デバイスの方位、デバイスの動き、または電力消費の履
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歴のうちの少なくとも１つにさらに基づく前記第１および第２の持続期間を決定するため
のコードをさらに備える、Ｃ１１に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
[Ｃ２１]近接場通信（ＮＦＣ）デバイスを動作するために使用可能な電力レベルに関する
値を検出するための手段と、
　前記決定された使用可能な電力レベル値に少なくとも部分的に基づいて、リスニングモ
ードに割り当てるための第１の持続期間とポーリングモードに割り当てるための第２の持
続期間を決定するための手段と、
　前記決定された第１の持続期間および第２の持続期間に基づいて、ＲＦ発見ループを選
択するための手段と、
　前記選択されたＲＦ発見ループを用いてピアモード発見を実行するための手段、
　を備える装置。
[Ｃ２２]前記ＲＦ発見ループは、前記ＮＦＣデバイスに格納された１つ又は複数のＲＦ発
見ループから選択される、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２３]前記ＮＦＣデバイスに格納された各ＲＦ発見ループは、異なる第１の持続期間お
よび第２の持続期間によって特徴づけられる、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２４]前記ＮＦＣデバイスに格納された各ＲＦ発見ループは、前記第１の持続期間およ
び前記第２の持続期間に関する発生の異なる頻度によって定義される、Ｃ２２に記載の装
置。
[Ｃ２５]前記使用可能な電力レベル値は、第１の閾値を下回るかまたはそれに等しく、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を決定するための手段は、前記第２の持
続期間より前記第１の持続期間により長い時間を割り当てるための手段をさらに備える、
Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２６]前記使用可能な電力レベル値が第２の閾値を上回り、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を決定するための手段は、前記第１の持
続期間より前記第２の持続期間により長い時間を割り当てるための手段をさらに備える、
Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２７]前記使用可能な電力レベル値が、前記デバイスは充電中であることを示し、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を決定するための手段は、前記第１の持
続期間より前記第２の持続期間により長い時間を割り当てるための手段をさらに備える、
Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２８]前記使用可能な電力レベル値が、前記デバイスは、ほぼ継続的な電源に接続され
ることを示し、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を決定するための手段は、ＲＦ発見ルー
プ内で使用可能なほぼ全ての時間を前記第２の持続期間に割り当てるための手段をさらに
備える、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２９]前記使用可能な電力レベル値が、バッテリーからの使用可能な電力の割合値を示
し、
　ここにおいて、前記第１および第２の持続期間を決定するための手段は、前記使用可能
な電力レベル値を示す前記割合値にほぼ等しい時間の割合を前記第２の持続期間に割り当
てるための手段をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ３０]前記第１および第２の持続期間を決定するための手段は、ユーザ入力、デバイス
の位置、デバイスの方位、デバイスの動き、または電力消費の履歴のうちの少なくとも１
つにさらに基づく、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ３１]ＮＦＣ通信のための装置であって、前記装置は、
　電源と、
　メモリと、
　前記メモリに結合されたプロセッサと、
　前記メモリまたは前記プロセッサのうちの少なくとも１つに結合されたＲＦ発見ループ
選択モジュールを備え、
　　前記電源を用いて動作するために使用可能な電力レベルに関する値を検出し、
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　　前記決定された使用可能な電力レベル値に少なくとも部分的に基づいて、リスニング
モードに割り当てるための第１の持続期間およびポーリングモードに割り当てるための第
２の持続期間を決定し、
　　前記決定された第１の持続期間および第２の持続期間に基づいて、ＲＦ発見ループを
選択し、
　　前記選択されたＲＦ発見ループを用いてピアモード発見を実行する、
　ように構成される、装置。
[Ｃ３２]前記ＲＦ発見ループは、前記ＮＦＣデバイスの前記メモリに格納された１つ又は
複数のＲＦ発見ループから選択される、Ｃ３１に記載の装置。
[Ｃ３３]前記ＮＦＣデバイスの前記メモリに格納された各ＲＦ発見ループは、異なる第１
の持続期間および第２の持続期間によって定義される、Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３４]前記ＮＦＣデバイスの前記メモリに格納された各ＲＦ発見ループは、前記第１の
持続期間および前記第２の持続期間に関する発生の異なる頻度によって特徴づけられる、
Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３５]前記電源に関連する前記使用可能な電力レベル値は、第１の閾値を下回るかまた
はそれに等しく、
　ここにおいて、前記ＲＦ発見ループ選択モジュールは、前記第２の持続期間より前記第
１の持続期間により長い時間を割り当てるようにさらに構成される、Ｃ３１に記載の装置
。
[Ｃ３６]前記電源に関連する前記使用可能な電力レベル値は、第２の閾値を上回り、
　ここにおいて、前記ＲＦ発見ループ選択モジュールは、前記第１の持続期間より前記第
２の持続期間により長い時間を割り当てるようにさらに構成される、Ｃ３１に記載の装置
。
[Ｃ３７]前記電源に関連する前記使用可能な電力レベル値が、前記デバイスが充電中であ
ることを示し、
　ここにおいて、前記ＲＦ発見ループ選択モジュールは、前記第１の持続期間より前記第
２の持続期間により長い時間を割り当てるようにさらに構成される、Ｃ３１に記載の装置
。
[Ｃ３８]前記電源に関連する前記使用可能な電力レベル値は、前記デバイスが、ほぼ継続
的な電源に接続されることを示し、
　ここにおいて、前記ＲＦ発見ループ選択モジュールは、ＲＦ発見ループ内で使用可能な
ほぼ全ての時間を前記第２の持続期間に割り当てるようにさらに構成される、Ｃ３１に記
載の装置。
[Ｃ３９]前記使用可能な電力レベル値は、バッテリーからの使用可能な電力の割合値を示
し、
　ここにおいて、前記ＲＦ発見ループ選択モジュールは、前記使用可能な電力レベル値を
示す前記割合値にほぼ等しい時間の割合を前記第２の持続期間に割り当てるようにさらに
構成される、Ｃ３１に記載の装置。
[Ｃ４０]前記ＲＦ発見ループ選択モジュールは、ユーザ入力、デバイスの位置、デバイス
の方位、デバイスの動き、または電力消費の履歴のうちの少なくとも１つにさらに基づく
前記第１および第２の持続期間を決定するようにさらに構成される、Ｃ３１に記載の装置
。
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